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バンクーバー都市圏の農業構造と農用地保全政策
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１．

課題と視点

　バンクー バー都市圏は，トロント ，モントリオールに次ぐカナダ第３の大都市圏である 。１９９６

年センサスによれは，ハンクーハー 広域行政区（Ｇ。。。ｔ。。 Ｖ．ｎ．ｏｕｖ。。 Ｒ．ｇ１ｏｎ．ｌ　Ｄ１．ｔ．１．ｔ以下ＧＶＲＤと

略す）に居住する人口は１８０万人を超え，ブリティッ シュ ・コロンビア（ＢＣ）州の総人口３７２万人

の５０％近くがそこに集中している 。ＧＶＲＤの人口増加率は１９９１年から９６年までの５年間で１４％

に達し，カナダの大都市圏のなかで最高の伸び率を記録した。環太平洋地域全体での貿易と資本

移動の飛躍的拡大を背景に，太平洋地域に開かれた窓口であるバンクー バー都市圏に資本の集積

が進み，それにともないカナダ国内と国外からの人口移住が増えた。その結果が，同都市圏にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
ける急速な人口増加と都市化の進行である 。

　他方，ＧＶＲＤはカナダでもっとも農業の集約化が進んだ地域の一つであり ，オンタリオ州南

部とともにカナダ農業の資本主義的発展の一つの典型を示している 。プレーリー（アルバータ ，

サスカチ ュワン ，マニトバの各州）の大規模な穀作地帯とは異なり ，ＢＣ州南部のフレーザー川下流

地域は，野菜，イチゴ類，温室，種苗，養鶏などの集約度の高い作目に特化している 。そして ，

農産物販売額２５万ドル以上の経営が比較的多い豊かな農業地域でもある 。この地域の農業の特徴

は典型的な都市近郊農業であり ，販売額規模の大きい経営が少なくないが，その一方で都市化の

圧力にさらされ，農業生産基盤を維持するうえで様々な問題に直面している 。

　本稿の課題は，ＧＶＲＤにおける都市近郊型農業の特徴を明らかにするとともに，同地域の農

業の維持 ・発展に大きな役割を果たしているＢＣ州の農用地保全政策を紹介し，その現状と当面

の課題を検討することである 。

　１９７３年以降，ＢＣ州では北米でもっともよく整備され一貫した農用地保全政策が実施されてき

た。 その核 。し・は ，州政府機関であるＢＣ州農用地委員会（Ａｇｒ１ｃｕｌｔｕ．ａｌ　Ｌａｎｄｃｏｍｍ１ｓ．１ｏ叫ＡＬｃ）が

各自治体 ・広域行政区と協力して農用地保全区域（Ａｇ．１．ｕ１ｔｕ。。ｌ　Ｌ．ｎｄ　Ｒ。。。。。ら以下ＡＬＲと略す）を

設定し，農用地の保全に責任を負 っていることである 。農用地委員会はＡＬＲの設定と保全だけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
でなく ，自治体 ・広域行政区と協力して保全区域内の農業振興にも大きな役割を果たしている 。

　農用地の保全政策に関わ って，わが国ではこれまでもっ ぱらヨーロッパの政策や都市計画制度

が取り上げられてきたが，北米における農用地保全政策は事例がきわめて少ないこともあり ，そ

れが本格的に論じられることはなかった。筆者はこれまでカナダの農業構造を研究してきたが ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９０）
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カナタが有数の穀物輸出国であるという事１青もあ って，穀物主産地であるプレーリーにもっ ぱら

焦点を当てて研究を進めてきた。しかし，カナダの農業は地理的に多棟性に富んでおり ，ＢＣ州

のフレーザー川下流地域やオンタリオ州南部のように集約的経営が展開する地域も重要な役割を

果たしている 。また，これらの地域の農地面積は小さいが，資本投下や農産物販売額の面では州

内でも大きなシェアを占めている 。

　本稿の課題は，日本の農用地保全政策に対して一定の示唆を与えるという点でも重要である 。

周知のように，わが国の都市近郊地域では都市のスプロール的な拡大によっ て多くの優良農地が

虫食い状に転用され，現在にいたるまでそれに対して歯止めをかけられないまま都市近郊地域に

おける農地の減少と農業生産条件の悪化が進行している 。バブル経済の時期に都市中心部の地価

高騰によっ て， 都市周辺部での住宅地 ・商工業地の開発が一段と激しく進行し，農地の転用が増

大した。現在の経済不況のもとでは地価が下がり ，農地の転用はやや減っているように見えるが ，

「景気対策」の一環として市街化調整区域における住宅開発の促進が打ち出され，都市近郊地域

の農地転用を促す政策がとられている 。これとは対照的にＢＣ州では希少な農地資源を保全し ，

州民に対する食糧供給基盤を維持 ・拡大しようとする政策が多くの州民の支持を得て続けられて

きた。ＢＣ州の農用地保全政策の現状と課題を検討することは，わが国の都市農業を守り発展さ

せようとする運動と政策にも一定の示唆を与えるだろう 。

　小論の構成は以下のとおりである 。次節では，ＧＶＲＤの農業構造を１９９６年農業センサスなと

の統計資料にもとづいて分析し，ＢＣ州の農業に占めるＧＶＲＤの位置と農業経営の特徴を浮き

彫りにする 。次に，州農用地委員会の設立とＡＬＲ設定の経過，農用地委員会の目的と権限を述

べたうえで，ＡＬＲの新規指定と除外の動向をＧＶＲＤを中心に吟味する 。そして，最後に農用

地保全政策をめぐる論点を検討して結びに代える 。

　行論に先だ って，本稿で用いる地域区分について一言しておきたい。９６年農業センサスはＢＣ

州を８つのセンサス農業地域（Ｃ．ｎ．ｕ．
Ａｇ．１．ｕ１ｔｕ。。１Ｒ．ｇ１ｏｎ）に区分している（図１）。 そのうち ，フ

図１　ＢＣ州の農業センサス地域区分
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レーザー川下流地域のロワー・ メインランドは４つのセンサス地区（Ｃ．ｎ．ｕ． Ｄ１ｖ１．１．ｎ）から構成

されている 。ＧＶＲＤ，フレー ザー・ バレー サンシャイン ・コースト ，スコーミッ シューリルエ

ットがそれである。本稿ではＧＶＲＤとそれに隣接するフレー ザー・ バレーにもっ ぱら焦点を当

てて，そこでの農業生産と経営の特徴を述べる 。

２． ハンクーハー都市圏の農業構造

　（１）人口坦加と都市化の進行

　冒頭で述べたように，ＧＶＲＤにおける最近５年間（１９９１－９６年）の人口増加率は１４ ．３％とカナ

ダの大都市圏のなかで最高であ った。同じ期間にＢＣ州の人口は３２８万人から３７２万人へと１３ ．５％

増えており ，これもカナダの州のなかで最高の伸び率を記録した。ＢＣ州の人口増加４４万人のう

ち， 国外からの移民が約４５％，国内の他の州からの移入が３５％，残りの２０％が自然増によるもの

である（Ｓ吻ｔ１．ｔ１。。 Ｃ．ｎ．ｄ。，１９９７．ｐ３）。 この４４万人の人口増加のうち，ＧＶＲＤだけで２３万人が増

えている 。

　１９８１年以降のＧＶＲＤにおける人口増加を自治体別に示したのが，表１である 。同都市圏の人

口は１９８１年以降の１５年間に１２７万人から１８３万人へと４５％の増加をみた。これを自治体別にみると ，

バンクーバー ニュー・ ウェストミンスター ノース ・バンクー バー ウェスト ・バンクー バー

などの都市中心部や中心から２０キロ 圏内の自治体では２０％前後の伸び率である（比較的新しく宅地

開発されたリッ チモンドだけは伸び率が５０％を超えている）。 これに対して，都市近郊と周辺部での人

表１　バンクー バー広域行政区の人口増加

人　口（１０００人）
増加率（％）

１９８１ １９８６ １９９１ １９９６
８１－ ９６

ＢＣ州合計 ２， ７４５ ２， ８８３ ３， ２８２ ３， ７２５ ３５ ．７

ノ、ンクーノざ一広域行政区計 １， ２６８ １， ３８１ １， ６０３ １， ８３２ ４４ ．５

２０ｋｍ圏 Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ ４１４ ４３１ ４７２ ５１４ ２４ ．２

Ｂ岨ｎａｂｙ １３７ １４５ １５９ １７９ ３０ ．７

Ｎｅｗ　Ｗｅｓｔｍｈｓｔｅｒ ３９ ４０ ４４ ４９ ２５ ．６

Ｎｏｒｔｈ　Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ ９９ １０４ １１３ １２１ ２２ ．２

Ｐｏｒｔ　Ｍｏｏｄｙ １５ １６ １８ ２１ ４０ ．Ｏ

Ｒｉｃｈｍｏｎｄ ９６ １０８ １２７ １４９ ５５ ．２

Ｗｅｓｔ　Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ ３６ ３６ ３９ ４１ １３ ．９

３０ｋｍ圏 Ｃｏｑｕｉｔｌａｍ ６１ ６９ ８４ １０２ ６７ ．２

Ｄｅ１ｔａ ７５ ８０ ８９ ９５ ２６ ．７

Ｐｏ・ｔ　Ｃｏｑｕｉｔ１ａｍ ２８ ２９ ３７ ４７ ６７ ．９

Ｓ岨ｅｙ １４７ １８１ ２４５ ３０４ １０６ ．８

５０ｋｍ圏 Ｌａｎｇｌｅｙ ６０ ７０ ８６ １０３ ７１ ．７

Ｍａｐ１ｅ　Ｒｉｄｇｅ ３２ ３６ ４８ ５６ ７５ ．０

Ｐｉｔｔ　Ｍｅａｄｏｗｓ ６ ８ １１ １３ １１６ ．７

Ｗｈｉｔｅ　Ｒｏｃｋ １４ １４ １６ １７ ２１ ．４

注）１９９６年に人口１万人未満の自治体は表示を略した。Ｎｏｒｔｈ　Ｖ
ａｎｃｏｕｖｅｒ とＬａｎｇｌｅｙはそれぞれ市

　と自治区（ｄ１ｓｔｎｃｔ　ｍｍ１ｃａｐａ１１ｔｙ）に分かれているが，この表では合計している 。

資料）Ｓｔａｔｌｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ｐ ｏｐｕ１ａｔ１ｏｎ　各年次

　　　　　　　　　　　　　　　　（７９２）
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　　　図２　バンクー バー広域行政区略図
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口の伸びがきわめて高いことがわかる 。バンクー バー中心部から２０～３０キロ 圏にあるサレー ポ

ート ・コクィットラムや３０～５０キロ 圏のラングレー メー プルリッ ジ， ピットメドースではいず

れも５０％以上の伸び率である 。とくにサレーとピ ットメドースではこの１５年間で人口が２倍以上

に増えた 。

　都市近郊地域での急速な人口増加によりＧＶＲＤの区域は外側に拡がっており ，メープルリッ

ジ， ピットメドース ，ラングレーは１９９０年代にＧＶＲＤに編入された。こうして，１９７０年代まで

はバンクー バー郊外の農村地帯だ ったところに住宅が建ち並び，都市近郊の景観が急速に変わ っ

ていっ た。

　（２）ＢＣ州の農業生産におけるハンクーハー広域行政区の位置

　１９９６年センサスによればＢＣ州の農場は２１ ，８３５，農場面積は２５３万ヘクタール，農産物販売額

は１８ ．４億ドルである 。これはカナダ全体の農場数の７ ．９％，農場面積の３ ．７％，農産物販売額の

５７％に相当する（Ｓｔ．ｔ１．ｔ１。。 Ｃ．ｎ．ｄ．１９９７ｂ）。 以下では，ＢＣ州の農業生産におけるＧＶＲＤの位置

の大きさを統計資料によっ て裏付けることにしよう 。

　農場数，農場面積，農産物販売額のシェアを地域別に示したのが表２である 。フレー ザー川下

流地域のロワーメインランドは州全体の農場数の３０．６％を占めている 。同地域は農場面積では

４． ３％にすぎないが，農産物販売額の５６ ．８％が集中している 。ＧＶＲＤがＢＣ州に占める比率は ，

農場数の１５ ．９％，農場面積の１ ．６％，農産物販売額の２７ ．１％である
。

　これに次いで販売額シェアが大きいのは果樹農業がさかんなオカナガン地域で，州内の販売額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９３）
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表２　センサス農業地区別にみた農場数と農場面積（１９９６年）

実数 同構成比（％）

農場数 農場面積 農産物販売額
（１０００ｈａ） （１００万ドル） 農場数 農場面積 販売額

ＢＣ州合計 ２１ ，８３５ ２， ５２９ １， ８３９ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．０

ロワーメインランド ６， ６７１ １１０ １， ０４４ ３０ ．６ ４． ３ ５６ ．８

うちＧＶＲＤ ３， ４６４ ４０ ４９８ １５ ．９ １． ６ ２７ ．１

フレー ザー バレー
２， ９７７ ５４ ５３５ １３ ．６ ２． １ ２９ ．１

バンクー バー島 ２， ９９２ ５７ １４６ １３ ．７ ２． ３ ７． ９

オカナガン ５， ９３３ ５９９ ３５７ ２７ ．２ ２３ ．７ １９ ．４

クートネー １， ４２５ １５２ ５３ ６． ５ ６． ０ ２． ９

カリブー
１， ７９９ ５２２ ９１ ８． ２ ２０ ．６ ４． ９

北部
３， ０１５ １， ０９０ １４８ １３ ．８ ４３ ．１ ８． ０

注）　ノースコースト ，ネチャコ ，ピースリバーの３地区を北部として一括した 。

　　農産物販売額は１９９５年 。
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全体の２割近くを占めている 。一方，州中部のカリフーと北部は合わせて農場面積の５０％以上を

占めているが，販売額の比率は１割にすぎない。北部のピースリハー地域はアルハータ州の穀物

生産地帯に隣接し，穀物生産と肉牛飼育が中心であり ，プレーリーと同じ農業形態をとっ ている 。

　次に，ＢＣ州の農業生産に占めるＧＶＲＤとフレー ザーハレーの位置を見ることにしよう 。耕

種作物は作付面積を，畜産は飼養頭羽数を指標として，州の農業生産に占めるＧＶＲＤおよぴフ

レー ザー バレーのシェアを示した（表３）。 ＧＶＲＤのシェアが５０％を超える作目がジャガイモと

温室生産であり ，いずれも州全体の５７％に達している 。３０％を超えているのが，イチゴ ・ブドウ

類（４２％），露地野莱（３７％），種苗（３５％）である 。これらの作目ではＧＶＲＤが州内で第１位の

生産シェアを占めている 。それに準ずる位置にあるのが鶏で，飼養羽数の２５％がＧＶＲＤに集中

しており ，フレーザーハレーに次いで州内第２位である 。畜産では豚飼養頭数の７１％，乳牛頭数

の５１％がフレー ザー バレーに集中している 。

表３　ＢＣ州の農業生産に占めるバンクー バー 広域行政区のシェア（１９９６年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：％）

ロワーメインランド ＧＶＲＤ フレー ザー バレー

小麦
２． ６ ２． １ ０． ５

オーツ １． ９ １． ２ ０． ２

ジヤガイモ ６８ ．６ ５７ ．６ ３． ０

果樹
６． ０ １． ７ ４． ０

イチゴ ・ブドウ類 ８２ ．１ ４２ ．Ｏ ４０ ．０

露地野莱 ７２ ．５ ３７ ．１ ３４ ．８

種苗
６４ ．Ｏ ３４ ．６ ２８ ．４

温室面積 ７０ ．９ ５７ ．０ Ｏ． Ｏ

鶏 ７９ ．２ ２５ ．Ｏ ５３ ．３

七面鳥 ９３ ．５ ４３ ．８ ４９ ．６

乳牛
６３ ．３ １２ ．５ ５０ ．７

豚 ７７ ．９ ７． ０ ７０ ．８

肉用牛 １２ ．５ ４． ６ ７． ２

馬 ２１ ．５ １５ ．３ ５． ３

注）耕種は作付面積，畜産は飼養頭羽数で算出。温室のみ施設面積 。

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔｌｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ａ酊１ｃｕ１肚ａ１Ｐｒｏ丘１ｅ　ｏｆ　Ｂｒ１ｔ１ｓｈ　Ｃｏ１ｕｍｂ１ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９４）
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表４　バンクー バー 広域行政区の生産シェア（１９９６年）

１７１

州全体に対する比率（％）

ＧＶＲＤ フレー ザー バレー

露地野菜 セロリ ８８ ．５ ３． ８

パクチ ョイ ８７ ．１ ３． ５

豆類
８１ ．２ ９． ５

レタス ７４ ．７ ６． ９

キャベツ ６８ ．５ ８． １

タマネギ ６３ ．５ １． ４

青ネギ ６３ ．２ １２ ．３

ニンジン ５７ ．４ ７． ９

ビート ５４ ．４ ８． ９

スクワ ッシュ ５０ ．８ １９ ．４

グリーンピー ４１ ．３ ５０ ．１

ホウレンソウ ３９ ．７ ３９ ．７

キュウリ ３０ ．６ ２８ ．６

スイートコーン ２４ ．９ ４１ ．８

イチゴ類 クランベリー ９１ ．６ Ｘ

ブルー ベリー ６６ ．１ ３１ ．６

ストロベリー ２６ ．８ ５０ ．７

ラズベリー １３ ．６ ８１ ．５

温室 野菜
６５ ．８ Ｘ

花卉
６１ ．４ Ｘ

その他 ３９ ．８ Ｘ

　　　　　　注）作付面積を指標として算出，温室は施設面積。Ｘは統計上の秘匿数字 。

　　　　　　資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ａｇｒｉｃｕｌｔ皿ａ１Ｐｒｏ６１ｅ　ｏｆ 　Ｂｒｉｔｉｓ ｈ　 Ｃｏ１ｕｍｂｉａ

　表示は略するが，果樹作付面積１万ヘクタール余りのうち ，その８割以上がオカナガン ートン

プソン地域に集中しており ，果樹生産におけるオカナガンの位置の大きさがよくわかる 。穀物生

産では，小麦作付面積の８６％，大麦の６８％，オーツの７０％が北部のピースリバー地域に集中して

いる 。また，肉用牛（肉用乳牛を含む）の２８％がオカナガン ートンプソン地域で（ただしオカナガン

バレーの果樹地帯ではなく同地域北部のカムルー プス周辺やシュスワ ップが中心），２１％が州中部のカリ

ブー地域で，２７％が北部で飼養されており ，州の中部から北部にかけて肉用牛の飼養が多い。ロ

ワーメインランドの肉用牛飼養は州全体の１３％にとどまっ ている 。

　ＧＶＲＤの生産シェアが高い野菜，イチゴ類，温室生産について，品目別に作付面積を示した

のが，表４である 。野莱のうちで，ＧＶＲＤの生産シェアが州全体の５０％を超える品目は，セロ

リ， パクチ ョイ（中国野菜），豆類，レタス ，キャベッ ，タマネギ，青ネギ，ニンジン ，ビート ，

スクワ ッシュ ・カボチャである 。また，グリーンピー ホウレンソウ ，キ ュウリは州全体の生産

の３０％を超えている 。イチゴ類ではクランベリー ブルー ベリー が州全体の５０％を超えている 。

注目すべきは，温室で栽培される野菜および花卉の６０％以上（温室面積）がＧＶＲＤに集中してい

ることである 。

　以上のように，温室栽培の野菜 ・化卉，クランベリー フルー ベリー 露地野菜，種苗，フロ

イラーといっ た作目において，ＧＶＲＤはＢＣ州農業生産の主要な部分を担っているのである 。

（３）ハンクーハー広域圏の農業経営の特徴

それでは，ＧＶＲＤの農業経営は州内の他地域と比較してどのような特徴をもっ ているだろう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９５）
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表５　平均作付面積と単位面積当たりの農業資材支出額（１９９６年）

１農場あたりの面積（ｈａ） 農場面積１ｈａ当たりの支出額（ドル）

農場面積 作付面積 肥料支出 農薬支出 種苗購入

ＢＣ州合計 １１５ ．８ ２５ ．９ ２２ ．Ｏ ９． ２ １９ ．Ｏ

ロワーメインランド １６ ．５ ８． ４ ２４１ ．６ ８２ ．９ ２９９ ．４

うちＧＶＲＤ １１ ．５ ６． ８ ３９９ ．４ １３９ ．９ ６４９ ．５

フレー ザー バレー １８ ．３ １０ ．Ｏ １９０ ．６ ６１ ．１ １２６ ．７

バンクー バー島 １９ ．１ ６． ３ ７７ ．３ １７ ．６ ４８ ．９

オカナガン １０１ ．０ １２ ．８ １３ ．３ １２ ．７ １１ ．０

クートネー １０６ ．４ ２０ ．５ １３ ．４ ４． ７ １１ ．２

カリブー
２９０ ．Ｏ ４０ ．１ ７． ０ １． ５ ２． ８

北部
３６１ ．４ １０３ ．９ １０ ．０ ３． ７ ２． ４

注）支出額は１９９５年のもの
。

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１Ｐ
ｒｏ刷ｅ　ｏｆ　Ｂｒ１ｔ１ｓｈ　Ｃｏｌｕｍｂｌａ

　　　　　　　表６　販売額２５万ドル以上の農場比率（１９９５年）

全農場に占める比率（％）

５０万ドル以上 ２５ －５０万ドル ２５万ドル以上計

ＢＣ州合計 ３． ７ ４． ６ ８． ３

ロワーメインランド ８． ２ ９． １ １７ ．３

うちＧＶＲＤ ６． ８ ５． ９ １２ ．７

フレー ザー バレー １０ ．３ １３ ．２ ２３ ．５

バンクー バー島 ２． ６ ２． ５ ５． １

オカナガン １． ８ ２． ９ ４． ８

クートネー ０． ９ ２． ９ ３． ８

カリブー
１． ３ １． ９ ３． ３

北部
１． ２ ２． ５ ３． ７

　　　　　　資料）Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ａ町１ｃｕｌｔ皿ａ１Ｐｒｏ丘１ｅ　ｏｆ　Ｂｎｔ１ｓｈ　Ｃｏｌｕｍｂｌａ

か。 第１に，農場面積規模がきわめて小さいことである 。表５は１農場あたりの農場面積と作付

面積を農業地域別に示している 。ＧＶＲＤの平均農場面積は１１ ．５ヘクタール，ＢＣ州全体の平均

農場面積（１１６ヘクタール）の１０分の１にすぎない。フレーザーハレーとハンクーハー島も農場平

均面積は２０ヘクタールに満たない。他方，カリブーやピースリバーなどの州中北部では平均農場

面積が２９０ヘクタールから４６０ヘクタールに達している
。

　ＢＣ州では農場面積のうち作物が栽培されているのは２割程度であり ，土地利用が粗放的であ

ることに注意する必要がある 。とくに，カリブ ー， クートネー オカナガンにおいてこの傾向が

強い。これらの地域では農場面積の５割から６割が自然放牧地として利用されている 。また，ピ

ースリバーでも農場のうちで作付されているのは３割程度である 。ＧＶＲＤやフレー ザー バレー

では農場面積のうち約６割が作付されており ，他の地域と比べれは土地が集約的に利用されてい

る。 とはいえ，１農場あたりの作付面積は６ ．８ヘクタールであり ，その絶対的な規模の小ささは

覆うべくもない 。

　第２の特徴は，単位面積あたりの農業資材の投入額がずは抜けて大きいことである（前掲表５）。

ＧＶＲＤの１ヘクタールあたり肥料支出額は３９９ドル，ＢＣ州全体（２２ドル）の１８倍である 。１ヘ

クタールあたりの農薬支出額１４０ドルは，ＢＣ州全体（９．２ドル）の１５倍以上である 。また１ヘク

タールあたりの種子購入額は６５０トルで，州全体の平均購入額の３４倍に達している 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９６）
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．表７　農場の型別にみた農場数の比率（１９９５年，％）

１７３

農場数合計 酪農 肉牛 家禽 ・卵 穀　物 ・ その他の
油糧種子 耕種作物 果実 野菜 特用作物

ＢＣ州合計 １００ ．Ｏ ６． ６ ２４ ．５ ５． １ ２． Ｏ ９． Ｏ １５ ．７ ３． ３ ２６ ．５

ロワーメインランド １００ ．Ｏ １１ ．８ １５ ．６ １０ ．２ Ｏ． ２ ４． ８ １３ ．４ ４． １ ３３ ．８

うちＧＶＲＤ １００ ．Ｏ ４． ８ １４ ．９ ７． ５ ０． ２ ５． ４ １２ ．４ ５． ２ ４４ ．Ｏ

フレー ザー バレー １ＯＯ ．Ｏ ２０ ．２ １６ ．４ １３ ．４ Ｏ． １ ３． ４ １４ ．９ ２． ４ ２２ ．６

バンクー バー島 １００ ．Ｏ ６． １ １８ ．５ ７． ７ Ｏ． ３ ４． ９ ９． ７ ４． ９ ３４ ．２

オカナガン １ＯＯ ．Ｏ ３． ４ ２０ ．６ ２． ３ Ｏ． ６ ７． ６ ３５ ．１ ３． ４ ２２ ．０

クートネー １００ ．Ｏ ４． ５ ３４ ．Ｏ ２． ８ １． ４ １１ ．８ ８． ３ ４． ３ ２４ ．３

カリブー
１００ ．Ｏ ３． ７ ４８ ．７ １． ３ Ｏ． ５ １４ ．４ Ｏ． ６ １． Ｏ ２２ ．４

北部
１００ ．Ｏ ４． ３ ３９ ．Ｏ Ｏ． ５ １ユ ．５ ２０ ．４ Ｏ． ５ Ｏ． ７ １５ ．６

注）「農場の型」とは販売額が５０％以上を占める作目による分類である（販売額２５００ドル以上の農場が対象）。 農場数

　がごくわずかだ った豚は省略した 。

資料）Ｓｔａｔｌｓｔ１ｃｓ　 Ｃａｎａｄａ，Ａｇｎｃｕｌｔ岨ａｌ 　Ｐｒｏ丘１ｅ　ｏｆ 　Ｂｒ１ｔ１ｓ ｈ　 Ｃｏ１ｕｍｂ１ａ

　ＧＶＲＤについで単位面積当たりの投入が大きいのはフレー ザー バレー で， バンクー バー島が

これに続いている 。他方，州の中部 ・北部の諸地域では，農業投入財の支出額は少なく粗放的で

あることを示している 。

　こうして，ＢＣ州全体の肥料支出額の２８ ．５％，農薬支出額の２３ ．９％，種子購入額の５３ ．７％が

ＧＶＲＤに集中している 。また，賃金支出額のシェアは３１ ．２％であり ，賃労働の雇用においても

大きな位置を占めていることがわかる 。

　第３の特徴は，農産物販売額２５万ドル以上の経営が比較的多いことである 。表６によれば ，

ＢＣ州の農業地域のなかで販売額２５万ドル以上の経営の比率がもっとも高いのが，フレー ザー バ

レー であり農場総数の２３ ．５％にのぼる 。ＧＶＲＤはこれについで販売額２５万ドル以上経営の比率

が高く ，農場数全体の１２ ．７％である 。ＢＣ州全体で見れば販売額２５万ドル以上の経営は農場数全

体の８ ．３％であり ，バンクー バー島で５％，中部 ・北部の諸地域では農場全体の３％から４％に

すぎない。フレー ザー バレーとＧＶＲＤの両地域ではいかに販売額規模の大きい経営の比率が高

いかがわかる 。この２つの地域における２５万ドル以上の農業経営数はＢＣ州全体のおよそ３分の

２を占めており ，州内でも販売額規模の大きい経営が集中している 。

　ＧＶＲＤとフレー ザー バレーに販売額規模の大きい経営が集中していることは，農場の型別に

みた農業経営の構成からも裏付けられる 。ＧＶＲＤにおいては，温室 ・種苗などの特用作物が販

売額２５００ドル以上農場の４４％を占め，肉牛，果実，家禽 ・卵がこれに続いている 。とくに州全体

の構成比を大きく上回 っているのは特用作物，家禽 ・卵，野菜である 。フレーザーハレーでは特

用作物，酪農，肉牛，果実，家禽 ・卵が上位を占め，酪農と家禽 ・卵の比率が高い（表７）。

　特用作物，家禽 ・卵，野菜などの面積規模は小さくても ，集約的な投資と投入財の使用によっ

て高い販売額を得られる経営に特化していることが，ＧＶＲＤの農業の特徴である 。同時に

ＧＶＲＤの農業は，相対的に地価の高い地域における都市型農業でもある 。表示は略すが，１９９６

年農業センサスによれば，ＧＶＲＤにおける１０アールあたりの土地 ・建物資産評価額は７３６０ドル

であり ，これに次いでいたのがフレー ザー バレーの３９０４ドル，バンクー バー島の２５４９ドルであ っ

た。 州全体平均４６９ドルと比較してみれば，ＧＶＲＤの農業経営がいかに高地価の地域で農業を営

んでいるかが一目瞭然である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９７）
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　こうした都市型農業には特有の有利な条件と問題点の両方がある。有利な条件は，大消費地に

隣接しており ，農産物の販売上有利な場所に立地していることである 。ＧＶＲＤにおいては近年 ，

農業生産者が道路沿いの農場敷地に直冗所を作って農産物を販売する事例が多く見られる。筆者

が見ることができた範囲でも ，リッ チモンドのスティブストン ・ハイウェイ沿線や，バーナビー

南部のマリーン ・ドライフ沿いにはこうした直冗所が軒を連ねており ，週末には新鮮な野莱や果

実を買い求める市民でにぎわ っている 。

　他方，問題点は住宅地の拡大によっ て日照，水利なとの農業生産条件が悪化するとともに，畑

への農薬や家畜糞尿の散布，家畜飼養にともなう臭気，農業機械の移動による交通渋滞などに起

因する近隣住民とのトラブルが多発することである 。とくに，都市化と地価高騰の圧力による農

用地の転用は，都市型農業の存立条件を脅かす根本問題である 。これに対して，ＢＣ州では１９７３

年以来，州の農用地委員会が農用地保全区域を指定し，保全区域内での農業振興計画づくりを進

めてきた。ＧＶＲＤの農業経営にとっ て， 農用地保全区域の設定とその運用が，経営の維持発展

にとっ て重要な意義を持っていることは言うまでもない。そこで，以下では節をあらためてＢＣ

州農用地委員会の設立にいたる経過，その権限と機構，日常業務と現在までの実績について述べ

ることにしよう 。

３． ＢＣ州農用地委員会と農用地保全区域（ＡＬＲ）

　（１）ＢＣ州土地委員会の設立とＡＬＲの設定

　ＢＣ州農用地委員会は，１９７３年４月発効の同委員会法によっ て設立された州の公的機関である 。

ＢＣ州の総面積９０００万ヘクタールのうち，農業生産が可能な土地はその約４％にすぎないと推計

されている 。同州では河川流域や河ロデルタ地帯に入植が行われ，優良農地もそこに集中してい

る。 この狭隆な地域で人口増加と都市化が進行し，限られた農用地資源が脅かされることになっ

た。１９７２年以前には急速な都市化と非農業的な土地利用により ，毎年４０００ヘクタールから６０００ヘ

クタールの優良農地が農業以外に転用されていたと推定されている（Ｐ．ｏｖｍｃ１ａ１Ａｇ．１．ｕ１ｔｕ．ａ１Ｌａｎｄ

Ｃｏｍｍ１。。１０ｎ，１９８３ｐ４）。 その一方で，州内の農業生産では必要な食糧需要の４割しか満たすこと

ができず，ＢＣ州は恒常的に他の州からの移入や外国からの輸入に依存しなけれはならない。７０

年代初めの世界的な穀物価格騰貴のなかで，農地が減り続ける事態に州民の危機感は高まっ てい

った 。

　以上の背景から ，１９７２年末に州政府は希少な農地資源の急速な減少に歯止めをかけるため，農

用地保全政策の策定に着手した。その手始めは１９７２年１２月２１日付けの州政府政令で，農用地の区

画分割と農業以外への利用の一時禁止（土地凍結）を命令した。７３年１月１８日の政令は，農用地

として課税されているか，または農業が可能な土地で２工一カー（８０アール）以上区画の土地の

用途変更を禁止した（Ｉｂｉｄ．ｐ
．５）。 こうして農用地（農業可能な土地を含む）の転用を一時凍結して ，

駆け込みの投機的売買を排除したうえで，州政府は農用地保全立法にとりかか った。１９７３年４月

１８日成↓の土地委員会法（Ｔｈｅ　Ｌ．ｎｄ　Ｃｏｍｍ１。。１０ｎ　Ａ．ｔ）にもとづいてＢＣ州土地委員会が発足し ，

農用地保全区域（ＡＬＲ）を設定していっ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９８）
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　土地委員会法の主な目的は，農用地を保全することと ，家族農場の創設 ・維持を促すことであ

った。これに加えて当初は，都市周辺の緑地帯の保全，都市開発　工業開発のための用地保全 ，

レクリエーシ ョン目的の公園用地の保全が，副次的な目的として規定されていた。しかし，土地

委員会が保全区域を指定できる権限をもつのは農用地に関してだけであり ，その他の用途につい

ては土地委員会が取得 ・買収した土地を保全することしかできなか った。その後，１９７７年の法改

正により ，農用地以外の土地に関する権限は削除されて，委員会は農用地の保全だけに集中する

ことになっ た（そのさいに名称も農用地委員会に改称された）（Ｉｂｉｄ ．，
ｐ．

６）。 なお，１９９４年に森林用地

委員会（Ｆ。。。。ｔ　Ｌ．ｎｄ　Ｃ．ｍｍ１。。１．ｎ）が設立され森林用地保全区域の設定，運用を行 っている（事務

局は農用地委員会と共通である）。

　農用地委員会は州内の２８広域行政区ごとに，広域行政区および自治体と協力してＡＬＲを設定

する作業に取りかか った。ＡＬＲ設定の基準となっ たのは，農業目的で利用可能な土地かとうか

ということであり ，カナタ土地資源台帳（Ｃ．ｎ．ｄ．Ｌ．ｎｄ　Ｉｎｖ．ｎｔｏ．ｙ）の農業可能性等級区分が用い

　　３）
られた。農用地資源に関する情報，地域の土地利用計画や条例，および地域公聴会の結果をふま

えて広域行政区ごとに作成されたＡＬＲの原案は，農用地委員会によっ て法律の目的に適合して

いるかどうかを審査され，最終的には州政府によっ て承認された。ＡＬＲの指定は１９７４／７５年度

中にほほ完了し，州全体で４７２万１２９５ヘクタールが指定された（Ｉｂ１ｄ ，ｐｐ６－７）。 これは州内総面積

のおよそ２％にあたる 。ＡＬＲの指定面積はＢＣ州の農場総面積２４５万ヘクタール（１９７６年）の２

倍近くをカバーしており ，農業目的で利用されている土地以外に農業利用の可能な土地を広く取

りこんだことが特徴である 。

　（２）農用地委員会の目的，権限，機構

　現在の農用地委員会法によれば，ＢＣ州農用地委員会の目的は次のとおりである 。¢農用地を

保全すること ，　農場の創設 ・維持，農業目的にかなうＡＬＲの利用を促すこと ，　ＡＬＲの設

定にあた って自治体を支援すること ，＠自治体，先住民自治区，ＢＣ州およびカナダの省庁 ・政

府機関などの条例，計画，政策において農用地の農業利用を支援するよう促すこと（Ａｇ．ｉ．ｕｌｔｕ。。１

Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ　Ａｃｔ，§１０１９９６）。

　この目的を達するために農用地委員会は自治体と協力してＡＬＲを設定するとともに ，ＡＬＲ

の新規指定，ＡＬＲからの除外，ＡＬＲ内の土地の非農業的利用および区画分割などに関する土

地所有者からの申請を審査している 。農用地委員会の日常業務の多くは，年問およそ１６００件にの

ぼるこれらの申請を審査し，許可 ・不許可を決定することである 。申請は，¢ＡＬＲの指定，　

ＡＬＲからの除外，　ＡＬＲ内の土地の非農業的利用や区画分割，＠条例による特例措置，の４

つのタイプに分かれている（図３）。

　新規指定の申請（タイプ１）は，自治体，広域行政区および農用地委員会自身によるものと ，

それ以外の土地所有者によるものの２つに分かれている 。一般の土地所有者がＡＬＲの指定を申

請する場合は，まず自治体に申請し，自治体による審査と認可を経て，農用地委員会の審査にか

けられ決定される 。

　土地をＡＬＲから除外する申請（タイプ２）も基本的に同じ手続きによっ ており ，農用地委員

会や自治体による申請（１１条１項）と ，一般の土地所有者による申請（１２条１項）の２種類に分か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９９）
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図３　ＡＬＲの新規指定 ・除外などの審査手続き

土地所有者の申請

タイプ１ ・２ ・３

土地所有者の申請

　タイプ４

地方自治体

地方自治体の審査

不許可 許　可

農用地委員会の審査

公聴会

タイプ２

タイプ１ ・３ ・４

農用地委員会の決定

注）　タイプ１： 新規指定，タイプ２ ：除外，タイプ３ ：非農業的利用または区画分割，タイプ４ ：条例

　による特例措置

資料）Ｐｒｏｖｍｃｌａ１Ａｇｎｃｕ１ｔ甘ａ１Ｌａｎｄ　Ｃ
ｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ，Ａｍｕａ１Ｒｅｐｏｒｔ，Ａｐｎ１１ ．１９９７－Ｍａｒｃｈ３１ ．１９９８，ｐ１６

れている 。ＡＬＲからの除外は農用地委員会の決定に先立 って地域公聴会を行うことが義務づけ

られており ，新規指定に比べて手続きが厳しくなっ ている 。

　ＡＬＲ内の土地は農業目的で利用することが原則であるが，家族用住居，植樹，レクリエ ーシ

ョン用地，小規模な道路 ・鉄道用地などの場合には農業以外の目的に利用することが，州の規則
　　　　　　　　４）
で認められている 。これらの法令で認められた目的以外でＡＬＲ内の土地を利用したり ，区画を

分割しようとする場合は，農用地委員会に申請して審査を受け認可を得なければならない（タイ

プ３）（Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａｌ　Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ１９９６２－５－３）。 認可された場合も土地はＡＬＲ内に

とどめられる 。また，農用地委員会が認可にあた って使用条件を課すことができる 。タイプ３は

公聴会の開催を必要としない 。

　ＡＬＲに関する申請の審査とともに，近年重要性を増してきているのが自治体や広域行政区と

協力して，ＡＬＲ内の地域農業振興計画づくりを進めることである 。これについては項をあらた

めて述べることにしたい 。

　次に農用地委員会の機構と事務局について述べる 。農用地委員会は州政府が選任するコミッ シ

ョナーによっ て構成されている 。コミッ ショ ナーの定数は少なくとも５名で，任期は４年（再任

を妨げない），１９９７／９８年度は肉牛，果樹，花卉の生産者，土地利用計画の専門家，自治体代表な

どの７名のコミソ ショ ナーによっ て構成されていた（Ｐ・ｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａ１ＬａｎｄＣｏｍｍｌ・・１ｏｎ
，

１９９８。：ｐｐ．５－６）。 コミッ ショ ナーのもとにおかれる事務局は，総務，調査，計画の３つのセクシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８００）
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ヨンから成り ，現在は総勢２８名のスタ ッフが従事している 。調査セクシ ョンの主な仕事は，申請

に関する調査とコミッ ションの決定原案づくり ，計画セクシ ョンは自治体や広域行政区の土地利

用計画 ・条例策定の支援とその審査を行 っている 。

　（３）ＡＬＲの新規指定 ・除外の実態

　先に述べたように，１９７４／７５年度に設定された当初のＡＬＲ面積は４７２万ヘクタール余りであ っ

た。 その後ＡＬＲの面積は少しずつ減り続け，１９８２年には４６８ ．２万ヘクタールまで減少したが ，

これを底としてしだいに増加し１９９８年１月現在では４７１万ヘクタールまで回復した。１９７４年以来
，

ＡＬＲから除外された土地は１１ ．８万ヘクタール，新規に指定された土地は１０ ．７万ヘクタールで ，

差し引き１ ．１万ヘクタールの純減である 。ＡＬＲから除外された土地の８割までが１９８５年以前の

ものである 。

　農用地委員会の説明によれば，除外された土地の多くはもともとのＡＬＲの設定が適切でなか

った土地で，地図の更新と土壌情報の改善もあ って見直した結果ＡＬＲから除外したとされてい

る（Ｐ・・ｖｍ・１．１Ａｇ．１・ｕ１ｔ皿。１Ｌ．ｎｄＣ・ｍｍ１・。１・ｎ，１９９８．ｐ７）。 とはいえ，後で述べるようにＧＶＲＤで

は都市化の進行により優良農地もＡＬＲから除外されている 。

　ＡＬＲの分布は地域によっ てかなり異なっ ている（表８）。 当初指定の４７２万ヘクタールのうち

５０％の２２６万ヘクタールが州北部に，３２％の１４９万ヘクタールが中央内陸部に集中していた。ロワ

ーメインランドは１８万ヘクタール余りでＡＬＲ全体の４％にすぎない。このうちＧＶＲＤのＡＬＲ

は５万８７８３ヘクタールとさらに小さく ，ＡＬＲ全体の１％弱であ った 。

　９７年１月現在のＧＶＲＤにおけるＡＬＲの面積を自治体別に示したのが表９である 。バンクー

バー中心部から２０キロ 圏内には少なく ，リッ チモンドが２０キロ 圏内に残された数少ない農用地区

域である 。２０－３０キロ 圏ではデルタとサレー ３０－５０キロ 圏ではラングレー メープルリッ ジ，

ピットメドースにＡＬＲが多い 。

　次にＡＬＲ面積の増減を地域ことに見ていこう 。ＡＬＲの新規指定の大半は州北部と中央内陸

部である 。１９７４年以来の新規指定面積の４分の３に当たる７ ．８万ヘクタールが州北部であ った 。

これに次いで指定が多か ったのが中央内陸部で約１ ．６万ヘクタールである 。ロワーメインランド

での指定面積は約１５００ヘクタールにすぎない（前掲表８）。

　ＡＬＲからの除外面積のうち，ロワーメインランド，バンクー バー島，オカナガンが６割近く

を占めている 。指定面積から除外面積を差し引いた純増減では，上記の３地域がいずれもかなり

の減少となっ た。 もっとも減少率が高か ったのはバンクー バー島で，ロワーメインランドは

７． ６％の減少であ った。ＧＶＲＤだけを取り出すと ，当初のＡＬＲ設定面積５万８７８３ヘクタールに

対して，新規指定がわずか１１ヘクタールに対して，除外は４２９９ヘクタールにのぼり ，当初指定面

積に対する減少率は７ ．３％である 。ＧＶＲＤにおいてはＡＬＲに新規指定された土地はほとんどな

く， 少なからぬ面積がＡＬＲから除外されてきた。当該地域においてＡＬＲから除外された土地

がどのようなものであるか，いま少し農用地委員会の統計資料を見ることにしよう 。

（４）バンクーバー広域行政区におけるＡＬＲからの除外動向

ＧＶＲＤにおけるＡＬＲからの除外面積を年次別に表したのが表１０である 。１９８５年以前にＡＬＲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０１）
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表１１農地等級別にみたＡＬＲからの除外面積（バンクー バー広域行政区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：ｈａ）

１１条（１）項 同構成比
１２条（１）項 同構成比

１９７４ －９６ （％） １９７９ －９６ （％）

除外面積計
３００３ ．７ １００ ．０ ６８４ ．４ １００ ．Ｏ

１－３級
１０２１ ．８ ３４ ．０ ３８６ ．３ ５６ ．４

１－３級が５０％以上
３２５ ．５ １０ ．８ ３２ ．８ ４． ８

１－３級が５０％未満 ３９４ ．４ １３ ．１ ６． ３
Ｏ． ９

４－７級
１２２４ ．３ ４０ ．８ １９５ ．９ ２８ ．６

分類なし
３７ ．７ １． ３

６３ ．１ ９． ２

一１ ＿＾、一’ ＾‘■．１ 此柵［１１ｒ八＾司言値〃、

＾＾一　　　　　一　 ■Ｈ　 －Ｉ　’’　，

農　　場　　数 農場面積（ｈ。）

１９８６ １９９６ 増　減
１９８６ １９９６ 増　減

２， ９６３ ３， ４６４ ５０１ ３７ ，９２０ ３９ ，６７６ １， ７５６

ＧＶＲＤ計

６２ ７６ １４ １２８ ６６０ ５３２

２０ｋｍ圏 Ｂｍａｂｙ

３０２ ２４７ 一５５ ３， ７５７ ３， ０１２ 一７４５

Ｒｉｃｈｍｏｎｄ

１９５ １８６ 一９ ６， ８１４ ７， ５４４ ７３０

３０ｋｍ圏 Ｄｅ１ｔａ

６６ １１８ ５２ ８２４ １， ３６５ ５４１

Ｓｕｂｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ａ

７００ ７４４ ４４ ８， ０８５ ８， ７０４ ６１９

Ｓ岨ｅｙ

１， ２５２ １， ５８４ ３３２ １３ ，３２２ １３ ，３７２ ５０

５０ｋｍ圏 Ｌａｎｇｌｅｙ

２０９ ３３１ １２２ ２， ２８２ １， ９４３ 一３３９

Ｍ・ｐ１・ Ｒｉｄｇ・

１７７ １７８ １
２， ７０８ ３， ０７７ ３６９

Ｐｉ廿Ｍｅａｄｏｗｓ

一　
．、 　＾　（ 　． １　 “、 八ム＾払以喘に畑叫十ス ．

注）１、条（１）項と。。条（１）項の説明１ま表１・を参照。・…における１・条（１）項の農地等級別除外面積の

資ぷ一１燃郷鮎カ鴛鴛鴛鴛１：１１鴛鴛
・…１・楓１・・岬

　　 １． １９９７．Ｔａｂ１ｅ　Ｃ－６，Ｅ－６

　　　　　表１２　自治体別にみたＧＶＲＤの農場数と農場面積（１９８６－９６年）

注）

　　　するわけではない 。

　　資料）Ｓ。、。ｉ、・ｉ。。
Ｃ…ｄ・，

Ａ距１・・１・ｍ１Ｐ・・丘１・・ｆＢ・ｉ・ｉ・ｈＣ・１・ｍｂｉ・

。。年を比較すると
，・…全体では農場面積が・万・…ヘクタールから３万９６７６ヘクタールヘ

と増えていることが注目される 。リ １チモンドやメイルリ １ジでは農場面積が減っているカ、

他方でサトやテルタ ，ピ
ソトメトースでは農場面積が増えていること‘よ重要である ・

　（５）州農用地委員会と広域行政区，自治体の協カ

。。州農用地委員会はｒ農地の番人」としての役割を果たすだけでな／ ・最近で‘ま自治体や広

域行政区と協力して…内の農業を支援することに大きな精力を注いでいる・ＡＬ肌関する

申請の雛とともに
，近年重要性を増しているのが自治体 ・広域１〒政区と協力して・ＡＬＲ内の

農業振興計画づくりを支援することである 。

この点で重要だと思われるのが・…年の農用地委員会法改正で・その特徴は次の３点である ・

第１に
，。。。内の自治体で農業振興計画や条例が策定された場合１ま・農用地委員会の審査権限

の一部（非農業的利用と区画分割）を自治体に委任できるようになっ た・ 第・に・ＡＬＲからの除

外申請の審査にあた つて
，地域公聴会の開催を義務づけ住民が意見を述べる機会を保障した・予

。に，自治体が地域計画を策定する洲１
，農用地委員会と協議しその承認を得ることを義務づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０４）



　　　　　　　　　　　バンクー バー 都市圏の農業構造と農用地保全政策（松原）　　　　　　　　　１８１

けた。こうして，９４年の農用地委員会法改正は農地保全における自治体の役割を強化するととも

に， 農用地委員会が自治体の土地利用計画策定に対して積極的な役割を果たすことができるよう

になっ た（Ｐｒｏｖｍｃｌａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１ＬａｎｄＣｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ
，１９９８ａ　ｐ２４）。

　自治体の農業振興計画づくりを支援するために，州農用地委員会が現在の到達点をまとめ，具

体的な計画づくりの手引きとするために９８年に作成したのが，「農業計画づくりのために

（Ｐ１ａｍｍｇ　ｆｏ． Ａｇｎ．ｕ１ｔｕ．ｅ）」と題するカイトラインである 。そこでは，アメリカの研究者の議論を

引きながら ，農用地保全と農業を支援する土地政策の基本要素を以下の５点に整理し，ＢＣ州で

はこれらの政策手段はすでに確立されており ，問題はそれらをいかに地域に適用するかであると
　　　　６）
述べている 。

　第１に，もっ ぱら農業目的に利用する区域の設定で，州と広域行政区 ・自治体が協力して

ＡＬＲを設定することである 。第２に，都市の成長境界の設定であり ，広域行政区と自治体が協

力して地域の成長管理戦略をもつことである 。第３に，土地を農場に利用することに対する課税

猶予である 。第４に，農業生産者が農業を営む権利の保護であり ，ＢＣ州では１９９６年４月に発効

した農作業保護（農業の権利）法で，農作業に起因する農業生産者と近隣住民とのトラブルの調

停と解決をはかることが規定されている 。第５に，包括的なコミュニティ計画で，ＢＣ州では公

的コミュニティ計画（Ｏ冊・１・１Ｃ・ｍｍｕｍｔｙ　Ｐ１・ｎ）と農村土地利用条例である（Ｐ・・ｖｍ・１・１Ａｇ…ｕ１ｔｕ・・１

Ｌａｎｄ　Ｃ
ｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ，１９９８ｂ　ｐ１８）。

　そして，公的 コミュニティ計画のなかで農業の位置づけを高めること ，ＡＬＲ内では農業利用

優先を保障すること ，ＡＬＲ内の農業生産基盤と営農活動の安定性を高めること ，農業生産者が

計画づくりに参画する機会を拡大すること ，住民の農業に対する理解を喚起すること ，などが計

画づくりにあた って重要なポイントであると指摘している（Ｉｂｉｄ ．，

ｐ．
２３）。 自治体内の重要な農業

集落では，「農業地域計画（Ａｇ．１．ｕ１ｔ皿。１虹。。 Ｐ１．ｎ。）」を策定して農業振興に取り組むよう提言し

ている 。その例として ，１９９３年のラングレー 農村計画があげられている（Ｉｂｉｄ，ｐ
．３０）。

　広域行政区や自治体の中には，農業アトハイザリー 委員会を設置して，農業生産者と自治体と

の結びつきを強化するところが出ている 。農業アドバイザリー 委員会は，¢公的 コミュニティ計

画・ 条例，　交通計画や農業インフラ ，　公園 ・レクリエーシ ョン計画，　農用地委員会への申

請， などに関して自治体に助言できる諮問機関である 。

　ＢＣ州ではたんに農用地を保全することだけでなく ，ＡＬＲ内の農用地の有効利用と農業振興

に向けて自治体やコミュニティの取り組み，計画づくりを支援し，促進することが重要な課題と

なっ ている 。こうした新しい政策がどのような形で結実するのか，今後の動きを見守りたい 。

４． 結びに代えて一ＢＣ州農用地保全政策の特徴一

　これまで，バンクー バー都市圏における都市近郊型農業の特徴を明らかにし，農業生産基盤の

維持に重要な役割を果たしているＢＣ州の農用地保全政策を紹介してきた。最後に，ＢＣ州農用

地保全政策の特徴を整理して，結びに代えることにしよう 。

　第１に，ＢＣ州の農用地保全政策の最大の目的は農用地を保全することであり ，農用地所有者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０５）
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の要件は問うていない。ＡＬＲ内の土地は農業目的で使用することが優先で，それ以外の目的の

使用は厳しく規制されている 。利用規制から間接的に土地所有に影響を及ぼすものである 。州農

用地委員会は農用地の売買や賃貸借についても関与していない 。

　第２に，ＡＬＲ設定の基準は農用地としての利用可能性を主とし，自治体の土地利用計画，土

地利用の現況，公聴会の意見を参考に設定している。農業利用を優先して設定したという点で ，

日本の農地利用区分のなかでは農振農用地区域がＡＬＲの機能にもっとも近いといえよう 。

　第３に，ＡＬＲの総面積は４７０万ヘクタールと ，現在の農場面積（２５３万ヘクタール）の２倍近く

をカバーしている 。これは，とくに北部と中部で将来農地として利用可能性のある地域をＡＬＲ

として指定したためである 。都市化が進み農用地の開発余地が少ないＧＶＲＤでもＡＬＲは５ ．５万

ヘクタールで，現行農場面積４万ヘクタールよりも大きく ，かなり広い区域に農用地保全の網が

かけられている 。これは農用地保全政策の実効性を保障するうえできわめて重要なことである 。

　第４に，ＡＬＲからの土地の除外を許可するかどうかの基準は，農用地としての利用可能性が

主である 。ただし，現実には優良農地であ ってもＡＬＲから除外されることがあり ，とくに

ＧＶＲＤでは優良農地がＡＬＲから除外された例が少なくない。農用地委員会の決定が必ずしも

農用地としての利用可能性を基準とするのではなく ，都市化の現実との妥協を余儀なくされた面

もあ ったことを示す 。

　第５に，にもかかわらず，ＡＬＲが農業目的以外の開発を厳しく規制し，農用地に対する優遇

税制と結びついて，ＧＶＲＤにおける農用地の保全に大きな役割を果たしてきたことは確かであ

る。 もし，農用地委員会とＡＬＲがなか ったとしたら ，ＧＶＲＤの農地は大きく減少し，農業経
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
営の存立基盤はいちじるしく損なわれていたであろう 。

　第６に，１９９４年の法改正以降，農用地委員会は自治体，広域行政区と協力して地域の農業振興

計画づくりに力を入れている 。たんに農用地を保全するだけでなく ，そこでの家族農業経営の維

持・ 創設を支援し，農用地が有効に利用されることが重要である 。今後の研究課題のひとつは ，

ＧＶＲＤのなかでこうした地域農業計画づくりに取り組んでいる事例を調査し，その現状と課題

を検討することである 。また，小論でふれることのできなか ったＧＶＲＤの地価動向や土地税制

との関わりについても今後の課題としたい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
１）広域行政区（ｒｅｇ１ｏｎａ１ｄ１ｓｔｒｌｃｔ）とは区域内にいくつかの自治体（市，町，自治区）を含む行政体で

　あり ，独立の行政権を有している。ＢＣ州には２８の広域行政区がある 。都市圏は行政単位ではなく ，

　経済，交通などで一定のまとまりをもつ圏域をさす。都市圏と広域行政区とは異なる概念であり必ず

　しも一致しないが，バンクー バー広域行政区の場合は，同都市圏とほぼ重なっ ているので本稿では同

　一のものとして使用する 。

２）カナダではケベッ ク州とニューファンドランド州においても同様の農用地保全区域が設定されてい

　る 。その詳細の検討と ，ＢＣ州の農用地保全政策との比較は今後の研究課題である 。

３）カナダ土地資源台帳（ＣＬＩ）における農業可能性等級区分はつぎのとおりである 。このうち１級か

　ら３級までが優良農地とされる 。

　　１級一ほとんどの作物の栽培ができる 。土壌と気象条件が最適で管理が容易 。

　　２級一多くの作物の栽培ができる。土壌や気象に若干の制約がある場合でも管理に大きな支障はな

　　　　い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０６）
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　　３級一上手に管理すればまずまずの作物の栽培ができる 。土壌と気象に一定の制約がある 。

　　４級一ごく限られた範囲の作物しか栽培できない。土壌と気象条件に特別の配慮を要する 。

　　５級一多年性牧草および特に適用可能な作物を栽培できる。土壌と気象条件が厳しく制約されてい

　　　　　る 。

　　６級一放牧地として利用できる 。土壌や気象の制約のため耕作できない 。

　　７級一農業に適さない 。

　　（Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１Ｌａｎｄ　Ｃ
ｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ

，１９９６　４ －３－２）

４）法令により ，ＡＬＲ内の土地に認められている非農業的利用には次のようなものがある 。

１）同じ農場で生産された農産物の貯蔵 ・販売

２）農産物の貯蔵 ・販売のための建物 ・施設の建設

３）家族用住居（１登記区画につき１ヶ 所）

４）樹木の刈り取りと植樹

５）生態系保全区域法による区域設定

６）野生動物の棲息区域保全

７）公園およびレクリエ ーシ ョン区域

８）養魚場

９）小規模な限定された高速道路 ・一般道 ・鉄道の用地

１０）砂利採取場の拡張，１１）堤防 ・ポンプ場の建設，１２）土地改良

５）

６）

７）

なお ，これに関連して１９８８年から９１年までの期間に，州政府の政令により ，農用地委員会の審査 ・決

定を経ないでＡＬＲ内にゴルフコースの建設が認められた。全部で１８１件（８４００ヘクタール）の申請

があり ，州政府は８９件を認可した。これ以降，ゴルフコースの建設には農用地委員会の審査 ・認可が

泌要である（Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｎｃｕｌｔ皿ａ１ＬａｎｄＣｏｍｍｌｓｓ１ｏｎ，１９９８ａ　ｐ２１）。

　これらの他に，農用地委員会の決定を不服とする場合に，州政府への直接申し立てによる除外（１３

条１項および１３条２項）が１９９３年まで行われていたが，９３年に廃止された 。

　ここで引用されている研究は，アー サー・ ネルソンがオレゴン州の事例を調査して，農用地の保全

と農業を支援する土地利用政策においてもっとも効果的な政策の組み合わせを論じたものである
（Ｎｅ１ｓｏｎ，Ａれｈｕｒ　Ｃ ，Ｐｒｅｓｅｍｍｇ　Ｆａｒｍ１ａｎｄ １ｎ　ｔｈｅ　ｆａｃｅ　ｏｆ　Ｕｒｂａｍｚａｔ１ｏｎ，ＡＰＡ　Ｊｏ肚ｎａ１１９９２，Ｐ４７２）。

　もちろんこれに対して開発サイドからは，ＡＬＲの設定は地価を押し上げる要因となっ たという批

判も出されている 。これに対して農用地委員会は，ＡＬＲに指定されていない区域で未利用のままの

面積が多いこと ，また都市の拡大を管理することが必要であり ，都市を平面的に拡大することは交通

条件などからみて望ましくない，と反論している 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒｌｃｕ１ｔ皿ａ１Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍｌｓｓ１ｏｎ（１９８３） ，Ｔｅｎ　Ｙｅａｒｓ　ｏｆ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａｌ　Ｌａｎｄ　Ｐｒｅｓｅｒｖａｔ１ｏｎ　ｍ　Ｂｒ１ｔ

　１ｓｈ　Ｃｏ１ｕｍｂ１ａ，Ｄｅｃｅｍｂｅｒ１９８３

Ｐｒｏｖｍｃ１ａｌ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ（１９９６） ，ＡＬＣ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｍａｒｃｈ１９９６

Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａ１Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ（１９９７） ，Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ甘ａ１Ｌａｎｄ　Ｒｅｓｅｒｖｅ　Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ ，Ｊａｎｕａｒｙ１
．

　１９９７

Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓｌｏｎ（１９９８ａ） ，Ａｍｕａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ，Ａｐｒｌ１１ ．１９９７－Ｍａｒｃｈ３１ ．１９９８

Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒｌｃｕ１ｔｕｒａ１Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ（１９９８ｂ） ，Ｐｌａｎｍｎｇ　ｆｏｒ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒｅ，１９９８

Ｅｄｗａｒ
ｄＷＭａｍｍｇａｎｄＳａｎｄｒａ ＳＥｄｄｙ（ユ９７８） ，ＴｈｅＡｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａ１ＬａｎｄＲｅｓｅｒｖｅｓｏｆＢ ｒ１ｔ１ｓｈ

　Ｃｏ１ｕｍｂ１ａ　Ａｎ　Ｉｍｐａｃｔ　Ａｎａ１ｙｓ１ｓ，Ｌａｎｄｓ　Ｄ１ｒｅｃｔｏｒａｔｅ，Ｅｎｖ１ｒｏｎｍｅｎｔ　Ｃａｎａｄａ，Ｎｏｖｅｍｂｅｒ１９７８

Ｐｅａｒｓｏｎ，Ｇ　Ｇ ，“Ｐｒｅｓｅｒｖａｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａ１Ｌａｎｄ　Ｒａｔ１ｏｎａ１ｅ　ａｎｄ　Ｌｅｇ１ｓＩａｕｏｎ－Ｔｈｅ　Ｂ　Ｃ　Ｅｘｐｅｒ１ｅｎｃｅ
”，

Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１Ｌａｎｄ　Ｕｓｅ　ｍ　Ｃａｎａｄａ　Ｐｒｏｃｅｅ
ｄｍｇｓ　ｏｆ　ｔｈｅ１９７５Ｗｏｒｋｓｈｏｐ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃａｎａｄ１ａｎ　

Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａ１

　Ｅｃｏｎｏｍｃｓ　
Ｓｏｃ１ｅｔｙ，Ｍａｒｃｈ１９７５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０７）



１８４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第５号）

Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ　（１９９７ａ） ，“１９９６Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ｃａｍｄａ－Ｐｏｐｕ１ａｔ１ｏｎ　ａｎｄ　Ｄｗｅ１１ｍｇ　Ｃｏｕｎｔｓ
’’

Ｔｈｅ　Ｄａｌ１ｙ

，

　　Ａｐｒｉ１１５．１９９７

Ｓｔａ伽ｓｔｌｃｓ　Ｃａｎａｄ－ａ（１９９７ｂ） ，Ａｇｎｃｕ１ｔ皿ａ１Ｐｒｏ丘１ｅ　ｏｆ　Ｃａｎａｄａ　Ｊｕ１ｙ１９９７

（８０８）
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